


















 

伊豆漁協田子支所では、７月末から２月中旬までの期間限定で、田子漁港の指定

エリアを有料で開放し釣り客を誘致する「海釣りＧＯ」の試験運用を実施しますの

で、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします（町民無料 ※裏面参照）。 
 

〇事業の目的 

低利用となっている田子漁港を海業振興の拠点として釣り客に開放することで、地

域に経済効果と賑わいを生み出すことを目的とします。 

〇海釣りＧＯとは？ 

専用アプリを使って釣り場・駐車場の予約ができるサービスで、釣りエリア・ル

ールの周知や、漁港周辺地域の観光情報などを発信し、漁港を中心とした賑わい創

出を目的とした海業振興事業です。 
 

〇海業とは？ 

海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用する事業で、国内外からの多様なニーズ

に応えることにより、地域のにぎわいや所得と雇用を生み出すことが期待されるも

のをいいます。 
 

〇実施エリア 

  〇駐車場をご利用の皆様へ 

今回の試験運用において、旧

東洋水産田子工場北側の空き地

を予約者専用駐車場として利用

します。 

お手数をおかけしますが、ご

理解とご協力のほど、よろしく

お願いいたします。 

問合せ先：伊豆漁協田子支所 電話 0558-53-0200 

海業振興事業「海釣り GO」試験運用のお知らせ 

裏面があります 



西伊豆町民認定することで田子漁港の海釣り券、駐車券が無料に 

「西伊豆町民認定」とは、西伊豆町に住む人が、 

田子漁港での海釣り券と駐車場を無料で利用で 

きるようにするための制度です。西伊豆町民認 

定が完了すると、「海釣りＧＯアプリ」内でラ 

イセンスカードが発行されます。ライセンスカ 

ードをお持ちの方は、海釣り券、駐車券の購入 

時の費用が無料になります。ご登録手続きは伊 

豆漁協田子支所で行い、約５～10 分程度のお時 

間をいただきます。 

※ライセンスカードは発行日から 3年間有効。失効または更新切れの場合、再発行が必要です。 

※駐車券のみの利用はできません。釣り場の利用時のみご利用できます。 

 

登録手続きのご案内 

対象者 

西伊豆町に在住かつ中学生以上の町民 

※中学生未満の方は、海釣りを無料でご利用いただけます。ただし、保護者の方が釣り場の予

約をお願いします。 

持ち物 

本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）、スマートフォンをお持ち

の方はご持参ください 

※スマートフォンがなくても手続きできます。 

受付場所 

田子漁協ストアー 

〒410-3515 静岡県賀茂郡西伊豆町田子 1603-4 

電話番号 0558-53-0200 

受付日時 

2023 年 7 月 22 日(土) 12:00-15:00 

2023 年 7 月 24 日(月)以降 10:00-16:00 【日曜定休】 

裏 面 



組合活動報告
南伊豆地域清掃施設組合だより

組合初回臨時会

「キエーロ」って知ってる？

今後、組合だよりなどで様々な情報をわかりやすく発信していき

ますのでよろしくお願いします。

マメ知識

組合議会の初めての臨
時会が開会されました。
組合運営に必要な内容が
話し合われました。

「キエーロ」は、黒土中に
含まれるバクテリアで生ごみ
を分解し、消滅させる生ごみ
処理器です。
電気も必要なく、ランニン

グコストもないため、エコで
さらには、生ごみ分のごみ袋
も節約できて、今、注目です。

発行：南伊豆地域清掃施設組合 （下田市敷根13-8）

電話：0558-36-4851 FAX:0558-36-4852

キエーロ

みんなで

ごみの減量を

さらに進めよう！

１市３町で南伊豆地域清掃施設組合を設立しました。
南伊豆地域のごみ処理に協力して取り組んでいきます。

地球のため未来のため

地域のために

創刊号

令和５年６月30日発行

みらクルクルとは：

明るい未来に向けて、ごみ
の減量化・資源化を推進し、
循環型社会（クルクルまわる）
を目指すという意味です。
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地域住民への配慮

広域ごみ処理施設の整備にあたり、
現在の焼却施設の排出基準よりも
厳しく設定します。

人口減少等への対応
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３Rの推進

１市３町の共同で、ごみの
減量化・資源化を推進し、
循環型社会の形成を目指し
ます。

年間

 1,961ｔ-CO2

削減します。※令和３年度に策定した南伊豆地域
広域ごみ処理基本構想のデータを使用

二酸化炭素排出量が

環境負荷を

※令和元年度
広域ごみ処理
実現可能性調
査より

広域で実施していくことにより、
より多くの皆さんと一緒に同じ方向
を向き、資源の循環を促進していく
ことでごみを減らし、未来のために
環境に配慮した地域づくりを目指し
ていきましょう。

人口減少社会に対応していくため広域
でのごみ処理施設を建設することとなり
ました。今だけ、自分だけ良ければ良い
のではなく、将来の住民のために、この
地域の輝く未来のために、力を合わせ取
り組んでいきましょう！

南伊豆地域の未来に向けた
メッセージを１市３町の
市長・町長に聞きました。

地域
のために

下田市長 松木 正一郎

松崎町長 深澤 準弥 西伊豆町長 星野 淨晋

賀茂のみんなで力を合わせて、
ひとりひとりが暮らし方を工夫し、
美しい自然を未来の子どもたちに
つなげましょう。

ぼくたちの

地球や未来を

守っていこう！

南伊豆地域の明るい未来に向け、
地球のために、地域のためにみんな
で前向きに考え、ごみの減量化や資
源化など、できることから取り組ん
でいきましょう。

南伊豆町長 岡部 克仁


